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0

釈
尊
伝
　
　
　
竹
村
信
治

欽
明
紀
第
十
三
年
十
月
条
に
よ
れ
ば
、
我
が
国
へ
の
仏
教
の
伝
来

は
、
膏
済
聖
明
王
の
「
釈
迦
仏
金
銅
像
一
艇
・
幡
蓋
若
干
・
経
論
若
干

巻
」
進
敵
に
始
ま
る
。
釈
迦
仏
で
は
な
く
阿
弥
陀
仏
だ
と
す
る
説
　
(
扶

桑
略
記
所
引
善
光
寺
縁
起
)
　
も
あ
る
が
、
一
方
、
こ
の
仏
教
伝
来
の
は
じ

め
を
欽
明
七
年
と
す
る
元
輿
寺
伽
藍
縁
起
並
流
記
資
財
帳
は
、
聖
明
王

が
「
太
子
像
並
濯
仏
具
及
説
仏
起
書
巻
〓
匪
」
・
を
由
っ
た
と
し
て
、
異

伝
を
伝
え
て
い
る
。
濯
仏
会
に
か
か
わ
る
諸
共
の
貢
献
を
い
う
記
事
と

あ
い
ま
っ
て
、
「
仏
起
を
説
け
る
書
巻
」
と
釈
尊
伝
と
の
関
連
が
思
わ

れ
る
。
我
が
国
に
伝
え
ら
れ
た
釈
尊
伝
の
初
例
で
あ
る
。

「
説
仏
起
書
巻
」
が
何
を
指
す
の
か
は
今
わ
か
ら
な
い
が
、
我
が
国

に
行
わ
れ
た
釈
尊
伝
の
背
景
に
あ
る
漢
訳
仏
伝
経
典
と
し
て
は
、
過
去

現
在
因
果
経
が
知
ら
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
天
平
中
和
の
制
作
を
確
か

め
う
る
絵
因
果
経
が
平
安
時
代
に
も
伝
写
さ
れ
、
さ
ら
に
は
中
世
に
大

和
絵
様
式
を
整
え
た
新
絵
因
果
経
と
し
て
も
享
受
さ
れ
た
事
実
は
、
因

果
経
の
、
釈
尊
伝
所
依
仏
典
と
し
て
の
位
置
を
伝
え
て
い
よ
う
。
正
接

間
接
の
別
は
今
お
き
、
因
果
経
の
本
邦
釈
尊
伝
へ
の
影
響
は
、
今
昔
物

語
集
・
清
涼
寺
縁
起
・
釈
迦
物
語
な
ど
に
、
明
確
に
辿
る
こ
と
が
で
き

る
。た

だ
、
因
果
経
の
位
置
を
認
め
る
と
し
て
も
、
我
が
国
の
釈
尊
伝
の

形
成
が
、
そ
の
す
べ
て
を
こ
れ
に
負
っ
て
い
る
と
見
る
の
は
誤
り
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
平
安
毎
初
期
の
釈
尊
伝
を
つ
た
え
る
東
大
寺
諷
論
文

稿
「
釈
迦
本
縁
」
(
1
5
7
行
)
記
事
に
、
冒
頭
「
謹
命
」
の
名
(
因
果
経
「
菩

慧
」
)
、
或
は
降
魔
の
段
に
お
け
る
「
日
代
鬼
」
報
告
の
話
題
(
因
果
経
ナ

シ
)
　
の
あ
る
点
な
ど
は
、
直
接
で
は
な
い
に
し
て
も
仏
本
行
集
経
と
の

か
か
わ
り
を
考
え
さ
せ
よ
う
。
釈
尊
前
生
の
菩
薩
名
を
謹
明
と
す
る
例

は
上
に
因
果
経
の
影
皆
下
に
あ
る
と
し
た
清
涼
寺
縁
起
に
も
見
出
さ
れ

る
。
又
、
同
じ
く
室
町
期
成
立
の
滋
賀
・
常
楽
寺
蔵
釈
迦
八
相
図
に

は
、
託
胎
の
姿
が
白
象
と
し
て
措
か
れ
(
三
国
伝
記
一
1
「
大
象
」
。
国
t
l
I
ポ
経

に
は
「
菩
辞
剰
六
牙
自
象
」
と
あ
る
)
、
釈
迦
出
世
本
懐
伝
記
で
は
観
閲
淳

掟
の
報
告
者
が
金
剛
天
子
(
仏
本
行
集
経
「
金
団
天
子
」
、
金
沢
文
撞
木
仏
教

説
話
集
同
。
因
果
経
は
羊
樟
自
身
の
観
察
と
す
る
)
　
と
さ
れ
る
な
ど
、
仏
本

ヽ
、

行
集
経
の
影
は
詔
釈
尊
伝
資
料
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
仏
本
行
集
托
だ
け

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
源
氏
物
語
洞
盃
巻
・
骨
同
貴
人
観
相
の
条
に
つ

い
て
、
こ
れ
を
仏
伝
の
阿
私
多
仙
占
相
を
引
い
て
説
明
す
る
旧
来
の
注



に
対
し
阿
夷
(
非
仙
人
)
説
を
も
っ
て
異
を
唱
え
た
林
逸
抄
が
そ
の
証
左

と
し
て
あ
げ
た
仏
説
太
子
瑞
応
本
起
経
や
、
釈
迦
出
世
本
懐
伝
記
等
以

降
に
見
ら
れ
る
回
田
出
違
に
暗
示
を
与
え
た
と
さ
れ
る
修
行
本
起
経
な

ど
も
、
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
仏
伝
経
典
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
釈
尊
伝
に
か
か
わ
る
い
く
つ
か
の

漢
訳
仏
伝
経
典
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
で
は
伝
存
す
る
詔
釈

尊
伝
が
そ
の
い
ず
れ
か
を
基
と
し
て
伝
を
形
成
し
た
と
考
え
て
よ
い
か

と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
な
に
よ
り
も
、
こ
れ
ら
の
仏
伝
経
典
の

多
く
は
釈
尊
の
生
涯
の
全
体
を
覆
っ
て
い
な
か
っ
た
(
仏
所
行
讃
・
仏
本

行
経
・
僧
伽
紹
刹
所
集
経
の
外
は
成
遺
前
後
あ
る
い
は
釈
尊
の
母
国
訪
問
あ
た

り
す
る
の
事
跡
を
も
っ
て
伝
を
構
成
す
る
)
。
釈
尊
伝
は
、
ふ
つ
う
こ
れ
に

仏
の
教
化
の
話
題
で
あ
る
転
法
輪
諸
詔
、
仏
の
死
を
描
く
入
浬
奥
の
段

を
加
え
た
形
を
と
る
か
ら
、
い
ず
れ
の
仏
典
に
つ
く
と
し
て
も
、
こ
こ

に
ま
ず
転
法
輪
・
入
捏
磐
を
扱
う
仏
典
と
の
合
成
が
果
た
さ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
又
、
遺
さ
れ
た
釈
尊
伝
に
つ
い
て
み
る
に
、
た

と
え
ば
、
歌
謡
類
(
沙
弥
戒
導
師
教
化
・
法
成
寺
金
堂
教
化
・
智
証
大
師
和
讃

・
梁
塵
秘
抄
)
を
中
心
に
見
え
は
じ
め
や
が
て
中
世
以
降
の
伝
を
覆
う
釈

尊
修
行
地
檀
特
山
説
は
、
仏
典
に
は
見
え
ず
、
中
国
変
文
資
料
に
拠
っ

た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
し
　
(
党
樽
抄
-
釈
迦
上
・
裏
書
-
に
は
「
或
云
」
と

し
て
所
見
)
、
修
行
地
雪
山
説
(
三
国
伝
記
一
1
、
風
雅
和
歌
集
二
〇
八
五
等
)

は
、
阿
婆
縛
抄
巻
一
九
四
に
「
(
釈
迦
如
来
)
成
遺
記
(
道
世
造
)
云
」
と

し
て
引
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
法
華
経
・
勧
持
晶
の
記
述
が
、
釈
尊
養

母
摩
詞
波
間
波
提
の
名
を
悸
曇
弥
と
し
て
定
着
さ
せ
た
り
、
涌
出
晶
や

寿
量
晶
が
、
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
る
議
論
を
介
し
て
、
釈
尊
の
生
地
に
関

す
る
所
伝
に
あ
る
影
響
を
与
え
(
摩
娼
陀
国
と
す
る
の
は
恐
ら
く
こ
れ
に
よ

る
。
梁
塵
秘
抄
2
1
9
・
三
国
伝
記
一
1
・
太
平
記
巻
一
八
・
釈
迦
八
相
物
語
な

ど
。
な
お
、
東
大
寺
諷
詞
文
稿
捌
行
・
法
華
経
第
五
巻
開
示
抄
第
三
・
平
家
物

語
濯
頂
巻
等
参
照
)
、
釈
尊
の
教
化
の
年
数
や
出
家
成
道
の
年
齢
を
い
う

場
合
の
根
拠
に
な
っ
た
点
な
ど
は
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
党
禅
抄
(
釈
迦
上
・
下
)
に
「
或
文
云
」
「
或
云
」
と
し
て
引
か
れ

る
所
説
が
諸
釈
尊
伝
の
記
事
に
符
合
す
る
(
太
平
記
巻
一
八
・
清
涼
寺
縁

起
の
迦
英
仏
授
記
説
、
普
通
唱
導
桑
の
兜
率
寿
命
四
千
歳
説
-
「
大
論
婆
沙
」

説
と
し
て
も
所
掲
-
な
ど
)
　
点
は
、
諸
論
疏
・
抄
物
の
介
在
を
も
推
測
さ

せ
る
。
東
大
寺
諷
詞
文
稿
の
場
合
を
例
に
と
っ
て
も
、
こ
の
説
教
の
場

で
語
ら
れ
た
と
お
ぼ
し
い
仏
伝
は
、
仏
本
行
集
経
の
み
に
拠
っ
て
い
る

訳
で
は
な
か
っ
た
(
謹
明
菩
薩
の
観
閻
浮
投
の
段
に
同
経
に
は
見
ら
れ
な
い
内

容
を
も
ち
、
二
魔
女
の
記
事
は
因
果
経
に
基
づ
く
)
。
つ
ま
り
、
釈
尊
伝
と

は
、
あ
る
仏
典
の
祖
述
に
よ
っ
て
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
諸
種
資
料
に

伝
え
ら
れ
た
仏
伝
の
合
成
添
削
再
構
成
の
営
み
を
と
お
し
て
、
作
ら
れ

る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
と
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

l

*

入
・
嬰
・
劃
・
苦
l
・
司
り
l
陶
・
転
・
滅
(
東
大
寺
諷
詞
文
稿
3
3
8
行
)
　
尊

入
胎
・
受
生
・
受
楽
・
苦
行
・
成
遺
・
転
法
輪
・
捏
磐
・
分
舎
利

(
七
大
寺
巡
礼
私
記
-
薬
師
寺
・
東
西
両
塔
-
)

入
胎
・
嬰
児
-
受
生
・
童
子
-
受
欲
∵
苦
行
・
成
遺
・
降
魔
・
転
　
〃



法
輪
・
入
捏
磐
(
党
籍
抄
-
釈
迦
上
・
裏
書
・
八
相
事
・
「
或
抄
云
(
出

大
般
若
経
)
」
-
)

こ
れ
は
、
平
安
朝
期
の
文
献
に
見
出
さ
れ
る
八
相
説
で
あ
る
。
四
教
義

は
、
下
天
・
託
胎
・
出
生
・
出
家
・
降
魔
・
成
道
・
転
法
輪
・
入
捏
磐

の
各
相
を
立
て
、
大
乗
起
信
論
は
「
生
天
・
入
胎
・
住
胎
・
出
胎
・
出

家
・
成
道
・
転
法
輪
・
捏
奥
」
を
い
う
。
上
掲
の
八
相
説
は
、
下
天

(
生
天
)
の
段
を
も
た
な
い
点
、
受
欲
・
苦
行
を
立
て
る
点
、
成
遺
降
魔

の
順
序
が
逆
で
あ
る
点
、
分
舎
利
を
八
相
に
入
れ
る
点
で
、
四
教
義
・

大
乗
起
信
論
と
異
な
る
。
し
か
し
こ
の
四
点
の
内
、
成
道
降
魔
に
関
す

る
点
を
除
く
(
た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
問
答
が
法
華
経
第
三
巻
開
示
抄
第

三
に
見
え
る
)
三
点
は
、
栄
華
物
語
巻
一
七
の
法
成
寺
御
堂
扉
八
相
成
追

給
の
構
成
説
明
や
今
昔
物
語
集
天
竺
部
の
仏
伝
に
符
合
す
る
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
ら
が
上
の
八
相
説
に
拠
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
栄

華
・
今
昔
は
、
四
教
義
・
大
乗
起
信
論
に
見
え
る
出
家
の
段
、
或
は
い

ず
れ
の
八
相
説
に
も
な
い
釈
尊
が
仰
利
天
に
昇
っ
て
摩
耶
夫
人
の
為
に

説
法
し
た
話
題
を
も
扱
っ
て
い
る
(
東
大
寺
諷
詞
文
稿
も
同
)
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
平
安
朝
期
の
釈
尊
伝
と
は
、
諸
種
八
相
説
を
背
景
に
、
諸
仏
伝

話
題
の
総
合
整
理
を
企
て
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
だ
ろ

よ
ノ
0

た
だ
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
の
は
、
そ
の
総
合
整
理
が
釈

尊
の
生
涯
に
か
か
わ
る
話
題
の
集
成
に
と
ど
ま
る
傾
向
が
強
く
、
相
互

の
連
関
性
へ
の
指
向
が
弱
い
点
で
あ
る
。
判
断
の
材
料
に
乏
し
い
事
情

も
あ
っ
て
明
言
は
で
き
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
諷
講
文
稿
(
1
6
1
行
)
・
栄

華
・
今
昔
(
二
2
)
の
い
ず
れ
の
釈
尊
伝
に
お
い
て
も
見
出
さ
れ
る
井
伊

利
天
説
法
の
話
題
は
、
後
の
釈
尊
伝
の
場
合
の
よ
う
に
、
発
心
・
出
芽

と
の
関
連
性
を
も
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
阿

私
陀
仙
の
占
相
話
題
を
も
た
な
い
今
昔
が
巻
一
3
に
「
阿
私
陀
ノ
云
シ

テ
違
フ
事
元
」
と
記
す
な
ど
も
、
釈
尊
出
生
前
後
の
占
相
が
伝
記
内
で

機
能
す
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
を
疑
わ
せ
る
材
料

と
な
ろ
う
。
昇
悌
利
天
の
話
題
は
、
釈
尊
報
恩
の
或
は
優
墳
王
刻
橙
の

話
題
と
し
て
、
日
本
霊
異
記
(
申
翌
・
性
雲
集
(
㌢
1
0
3
)
・
本
朝
文
粋

(
巻
一
三
、
一
四
)
そ
の
他
に
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
阿
私
陀
仙
は
宝
物

集
に
占
相
者
の
代
表
と
し
て
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

は
、
釈
尊
伝
に
か
か
わ
る
話
題
の
個
別
的
な
享
受
を
教
え
て
い
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
更
部
王
記
(
承
平
元
年
九
月
三
十
日
条
、
醍
醐
寺
雑
事
記
所
引
)

に
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
八
相
成
道
の
全
体
が
絵
解
き
さ
れ
こ
れ
を

享
受
す
る
場
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
法
華
百
庄
開
書
抄
の
釈

尊
母
国
訪
問
・
羅
喉
羅
出
家
話
題
(
三
月
七
日
粂
)
に
見
る
ど
と
く
、
湯

に
即
し
て
そ
の
一
部
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ

し
て
物
語
は
、
こ
こ
で
成
長
す
る
。
や
や
図
式
的
に
す
ぎ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
か
よ
う
な
個
別
の
享
受
を
と
お
し
て
成
長
し
た
話
題
が
釈
尊

伝
と
し
て
集
成
さ
れ
る
時
、
伝
記
内
相
互
の
連
関
性
が
稀
薄
に
な
る
の

は
、
む
し
ろ
当
然
の
帰
結
と
い
う
べ
き
だ
っ
た
。
今
昔
に
お
い
て
は
、

十
九
歳
出
家
(
一
4
)
・
六
年
苦
行
　
(
一
5
、
二
2
)
・
四
十
余
年
問
転
法

輪
(
二
2
、
三
空
・
八
十
歳
入
滅
(
三
翌
と
あ
る
点
に
明
ら
か
な
よ
う

に
、
十
九
歳
出
家
三
十
歳
成
遺
説
と
二
十
九
歳
出
家
三
十
五
歳
成
道
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説
、
さ
ら
に
は
法
華
経
浦
山
晶
四
十
余
年
説
法
説
が
同
属
し
て
い
る
。

栄
華
で
も
、
一
釈
尊
伝
内
で
は
な
い
が
、
巻
一
七
に
十
九
歳
山
家
を
い

い
巻
三
〇
で
は
三
十
五
正
成
道
を
い
う
。
こ
れ
ら
も
又
、
こ
の
間
の
事

情
を
説
明
し
て
い
よ
う
。
即
ち
、
平
安
朝
期
の
釈
尊
伝
は
、
諸
種
仏
伝

資
料
を
背
景
と
し
て
個
別
に
流
布
成
長
し
た
仏
伝
話
題
を
諸
八
相
説
の

総
合
望
己
の
も
と
に
集
成
し
た
も
の
で
、
そ
の
営
み
に
釈
尊
の
生
涯
へ

の
興
味
や
伝
記
再
構
成
へ
の
意
欲
を
窺
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
明
確
な

枠
組
み
や
話
題
相
互
の
連
関
を
も
つ
伝
の
形
成
に
は
到
ら
な
か
っ
た
と

判
断
さ
れ
る
。

*

八
年
作
嬰
技
・
七
年
作
童
子
・
四
年
学
五
明
・
十
年
受
五
欲
・
六

年
行
苦
行
・
三
十
五
成
道
・
四
十
五
年
中
教
化
詔
先
生

こ
れ
に
入
浬
真
を
加
え
れ
ば
八
相
と
な
る
が
、
こ
の
説
は
、
妙
法
蓮
華

経
玄
賛
巻
九
末
に
「
菩
提
留
(
流
)
支
法
師
引
経
侶
云
」
と
し
て
見
え
、

我
が
国
で
も
金
沢
文
岸
本
仏
教
説
話
発
の
ほ
か
党
恕
抄
(
釈
迦
上
・
謹
賀
)

や
法
華
経
第
五
巻
開
示
抄
第
三
(
「
玄
琴
至
)
に
引
か
れ
る
。
私
宋
百
因

縁
柴
は
、
こ
れ
に
変
容
を
加
え
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
(
一
1
)
。

悉
達
七
年
作
嬰
児
、
八
年
作
童
子
、
四
年
学
五
明
、
十
九
出
家
、

三
十
両
成
道
(
契
未
三
月
十
五
日
)
、
説
法
五
十
年
而
八
十
人
捏

奥
(
契
酉
)

巻
三
2
4
に
は
原
拠
に
近
い
説
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
釈
尊
伝
の
記
述

を
意
識
し
た
本
段
に
か
く
あ
る
点
は
、
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
こ
れ
は
、

原
拠
の
釈
尊
二
十
九
歳
出
家
三
十
五
歳
成
遺
説
を
十
九
歳
出
家
三
十
歳

成
道
説
に
変
え
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
塁
鷺
に
観
経
を
授
け
た
流

支
三
蔵
の
名
は
親
鷺
正
信
念
仏
侶
(
第
7
5
句
)
に
も
見
え
、
浄
土
教
を
軸

に
し
た
仏
法
史
の
体
裁
を
と
る
百
因
縁
集
に
引
か
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い

所
説
で
あ
る
が
(
な
お
、
三
回
仏
法
伝
通
縁
起
巻
上
に
は
「
菩
提
留
支
云
、
成

道
五
年
説
大
般
若
云
々
」
と
し
て
、
そ
の
名
が
見
え
る
)
、
そ
の
首
因
縁
集

に
こ
の
よ
う
な
変
容
を
認
め
う
る
と
こ
ろ
に
、
十
九
歳
出
家
三
十
歳
成

遺
説
の
定
着
ぶ
り
が
窺
え
よ
う
。
党
秘
抄
そ
の
他
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
上
の
二
説
は
唐
土
諸
論
疏
に
端
を
発
す
る
大
問
題
で
、
そ
こ
で
は

む
し
ろ
十
九
歳
説
の
方
が
分
が
悪
い
。
し
か
し
、
我
が
国
に
お
い
て

は
、
鎌
倉
期
以
降
、
こ
れ
が
用
い
ら
れ
る
。
背
景
に
天
台
五
時
教
判
の

浸
透
(
三
宝
絵
中
序
に
も
み
え
る
が
、
時
代
の
釈
尊
伝
を
覆
う
程
の
定
着
ぶ
り

を
示
す
の
は
、
鎌
倉
期
か
ら
)
を
見
る
の
は
当
然
だ
が
、
こ
こ
に
釈
尊
伝

の
枠
組
み
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
世
以
降
の
定
着
ぶ
り
は
、

因
果
経
と
の
か
か
わ
り
を
も
つ
清
涼
寺
縁
起
が
こ
れ
を
採
用
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
も
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

*

十
九
歳
出
家
三
十
歳
成
道
説
の
定
着
は
、
釈
尊
十
二
年
苦
行
説
の
定

着
で
も
あ
っ
た
。
十
二
年
間
苦
行
説
は
、
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
巻
九
末
に

大
智
度
論
説
を
釈
し
た
「
有
解
云
」
と
し
て
み
え
る
(
「
十
九
出
家
後
五

年
事
仙
人
行
楽
行
、
六
年
行
苦
行
」
。
法
華
第
五
巻
開
示
抄
第
三
に
所
引
。
但

し
、
二
十
九
歳
出
家
説
が
採
ら
れ
、
否
定
的
見
解
が
示
さ
れ
る
)
　
ほ
か
、
伝

伝導釈
2
ノ

7



法
正
宗
記
(
雪
山
修
行
説
も
所
見
)
な
ど
で
も
採
用
さ
れ
、
決
し
て
我
が

国
で
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
衆
生
済
度
の
為
の
釈
尊
苦

行
を
強
調
す
る
姿
勢
は
平
安
朝
期
以
来
の
も
の
　
(
上
掲
の
平
安
期
八
相
説

は
苦
行
相
を
立
て
て
い
た
)
　
で
、
唐
土
説
を
受
け
入
れ
る
土
壌
は
耕
さ
れ

て
い
た
と
い
え
よ
う
。
修
行
地
を
檀
特
山
(
須
太
撃
太
子
の
修
行
地
)
・
雪

山
(
雪
山
童
子
の
任
地
)
と
し
て
釈
尊
苦
行
に
前
生
苦
行
を
重
層
さ
せ
る

場
合
が
平
安
朝
末
期
以
降
多
く
見
受
け
ら
れ
る
の
も
、
こ
の
間
の
事
情

を
伝
え
て
い
る
。

か
く
し
て
定
着
し
た
十
二
年
苦
行
説
は
、
釈
尊
伝
に
お
け
る
苦
行
話

題
重
視
の
姿
勢
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
、
仏
伝
話
題
の
集
成
で
し
か

な
か
っ
た
釈
尊
伝
の
、
伝
記
と
し
て
の
成
長
を
意
味
し
よ
う
。
私
緊
百

因
縁
桒
(
二
4
)
が
、
凡
夫
易
行
と
し
て
の
称
名
を
説
く
為
に
過
去
現
世

を
通
じ
て
の
釈
尊
の
修
行
ぶ
り
を
強
調
す
る
仏
伝
構
成
を
と
っ
て
い
る

の
は
、
そ
の
好
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
釈
尊
苦
行
は
衆
生
済
度
の
為

と
い
う
よ
り
出
離
行
と
し
て
の
色
合
い
が
濃
い
が
、
こ
の
釈
尊
苦
行
を

強
調
す
る
姿
勢
は
、
以
後
の
釈
尊
伝
に
受
け
継
が
れ
、
そ
こ
に
、
釈
尊

前
生
苦
行
の
説
話
で
あ
る
法
華
経
提
婆
達
多
品
の
阿
私
仙
奉
仕
譚
(
平

家
物
語
濯
頂
巻
・
法
華
経
直
談
抄
一
本
3
・
大
原
御
幸
・
釈
迦
出
世
本
懐
記
・

熊
野
の
本
地
・
釈
迦
の
本
地
あ
る
い
は
常
楽
寺
蔵
釈
迦
八
相
図
な
ど
)
や
雪
山

童
子
譚
(
釈
迦
八
相
物
語
)
を
組
み
込
む
形
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
っ

た
の
で
あ
る
。

*

百
因
縁
集
の
釈
尊
伝
は
、
釈
尊
苦
行
を
重
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

後
代
の
釈
尊
伝
に
連
な
る
鎌
倉
期
釈
尊
伝
の
あ
り
よ
う
を
指
摘
で
き
る

が
、
こ
の
後
代
の
釈
尊
伝
と
の
関
連
と
い
う
点
で
、
十
五
世
紀
は
じ
め

に
成
立
し
た
三
国
伝
記
(
一
1
)
が
四
門
出
遊
の
話
題
を
用
い
て
七
歳
の

「
理
ノ
出
家
」
を
説
い
て
い
る
の
は
、
少
な
か
ら
ず
注
目
に
値
す
る

(
四
門
出
遊
を
結
婚
の
前
と
す
る
仏
典
に
は
太
子
瑞
応
本
起
経
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
十
四
歳
の
こ
と
)
。
七
歳
出
家
は
伝
記
に
も
注
す
る
と
お
り
梵
網
経

の
所
説
(
党
樽
抄
-
釈
迦
上
・
裏
書
-
に
も
所
引
)
だ
が
、
こ
の
説
を
採
用

し
、
そ
こ
に
四
門
出
遊
の
話
題
を
排
し
た
点
は
、
た
と
え
ば
今
昔
と
の

対
比
に
お
い
て
、
釈
尊
の
出
家
に
関
す
る
と
ら
え
方
の
変
容
を
伝
え
て

い
る
。今

昔
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
発
心
の
機
縁
と
な
る
事
件
は
描
か
れ

て
い
な
い
。
巻
一
3
に
「
始
メ
物
ノ
心
音
ク
知
治
サ
リ
ケ
ル
時
ヨ
リ
夜

ハ
静
二
心
ヲ
鎮
メ
テ
思
ヲ
不
乱
シ
テ
聖
ノ
道
ヲ
観
ジ
拾
ケ
リ
」
と
あ
る

ど
と
く
、
託
胎
時
の
占
相
と
響
き
あ
い
つ
つ
、
当
為
の
軌
跡
と
し
て
の

出
家
・
成
道
へ
の
道
を
歩
む
太
子
が
、
四
円
出
道
に
出
家
の
抵
縁
を
得

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
今
昔
に
か
ぎ
ら
ず
、
恐
ら
く
は
平
安
朝
の
釈

尊
伝
に
共
通
の
と
ら
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
国
伝
記
は
、

四
門
出
遊
を
発
心
の
契
機
を
語
る
事
件
と
し
て
利
用
す
る
。
伝
記
に

は
、
発
心
の
機
縁
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
出
家
は
、
以
後

の
道
心
(
厭
世
観
)
の
深
ま
り
の
結
果
と
し
て
語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
こ
に
、
釈
尊
伝
を
、
発
心
の
機
縁
を
求
め
出
家
を
こ
れ
に

呼
応
す
る
も
の
と
し
て
構
成
す
る
あ
り
方
は
、
成
立
す
る
。
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四
門
出
遊
を
も
っ
て
七
歳
の
発
心
を
語
っ
た
例
に
は
、
法
華
経
直
談

抄
(
一
本
3
、
二
末
空
も
あ
る
が
、
一
方
、
中
世
後
半
以
降
の
釈
尊
伝

の
多
く
は
、
遊
覧
の
問
に
実
母
の
芸
を
見
出
す
(
塵
添
填
窃
抄
一
六
1
9
・

文
句
略
大
網
私
見
闘
・
釈
迦
八
相
物
語
)
、
鳥
の
欝
を
育
て
る
様
子
を
見
て

母
な
き
こ
と
を
怪
し
む
(
釈
迦
出
世
本
懐
伝
記
・
釈
迦
物
語
・
釈
迦
の
本
地
)

と
用
い
ら
れ
る
話
題
に
異
な
り
を
見
せ
る
も
の
の
、
実
母
の
死
を
知
っ

て
そ
の
報
恩
の
志
に
菩
提
心
を
発
し
、
出
家
・
苦
行
(
悲
母
へ
の
報
恩
の

為
と
明
記
)
を
経
て
成
道
の
後
悌
利
天
に
昇
っ
て
報
恩
の
説
法
を
な
す

と
い
っ
た
展
開
を
と
る
。
そ
れ
は
、
世
間
苦
除
断
の
為
の
出
家
か
ら
報

恩
の
為
の
出
家
へ
の
変
容
を
得
つ
つ
、
中
世
前
半
期
釈
尊
伝
が
切
り
拓

い
た
こ
の
伝
記
構
成
の
あ
り
方
を
承
け
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

え
ノ
0

*

以
上
、
再
構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
廟
尊
伝
と
の
視
点
に
た
ち
、

そ
の
展
開
を
再
構
成
の
あ
り
方
の
変
容
に
辿
っ
て
み
た
。
小
論
は
そ
こ

に
立
ち
入
る
余
裕
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
諸
釈
尊
伝
聞
に
見
出
さ
れ
る

依
拠
説
の
異
相
に
〓
疋
の
傾
向
を
折
田
し
、
そ
こ
に
再
構
成
の
あ
り
方

の
展
開
を
跡
付
け
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
後
半
以
降
の
釈
尊

伝
に
は
、
注
釈
活
動
の
盛
行
も
あ
っ
て
か
、
清
涼
寺
縁
起
・
釈
迦
物
語

な
ど
に
見
る
ご
と
き
仏
典
所
説
へ
の
回
帰
や
異
説
の
採
用
が
目
立
つ
。

中
世
前
半
期
に
切
り
拓
か
れ
た
伝
記
構
成
を
変
容
さ
せ
つ
つ
継
承
す
る

一
方
で
、
さ
ら
に
新
た
な
装
い
を
求
め
て
合
成
添
削
再
構
成
の
営
み
を

繰
り
返
す
釈
尊
伝
。
近
世
釈
尊
伝
は
、
こ
の
拡
散
し
た
釈
尊
伝
の
統
合

を
企
て
る
と
こ
ろ
に
構
想
さ
れ
、
逆
に
、
主
題
を
拡
散
さ
せ
た
読
み
物

と
し
て
成
立
す
る
。
釈
迦
八
相
物
語
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

〔
た
け
む
ら
・
し
ん
じ
　
金
沢
美
術
工
芸
大
学
講
師
〕

し

ヤ

か

　

　

　

　

　

　

　

し

†

か

む

に

釈
迦
　
仏
教
の
開
祖
。
釈
迦
牢
尼
と
も
言
う
。
そ
の
出
生
は
、
凡
そ
紀
元

前
五
六
六
年
頃
(
異
説
あ
り
)
　
で
、
イ
ン
ド
の
釈
迦
族
の
出
身
。
ヒ
マ
ラ

カ
　
ビ
　
ラ
〟
∵
ス
ッ
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
ぽ
ん
の
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ー
ヤ
ー

ヤ
南
茄
、
迦
毘
羅
城
城
主
の
浄
飯
王
の
長
子
、
母
は
摩
耶
夫
人
で
あ
る
。

シ
ツ
ゾ
ツ
グ

は
じ
め
悉
達
多
と
名
付
け
ら
れ
た
。
長
じ
て
十
九
歳
(
他
説
も
あ
る
)
　
の

ヤ

ソ

ー

プ

'

1

　

　

　

　

　

　

　

'

-

フ

ヲ

時
、
耶
輸
陀
羅
と
結
婚
、
長
子
羅
喉
羅
を
も
う
け
る
な
ど
太
子
と
し
て
恵

ま
れ
た
境
遇
に
あ
っ
た
。

二
十
九
歳
の
時
、
生
老
病
死
の
四
苦
を
救
う
目
的
で
、
秘
か
に
宮
殿
よ

り
出
て
、
二
人
の
仙
人
に
つ
い
て
数
年
苦
行
を
重
ね
た
が
悟
り
を
得
ず
、

プ

ツ

グ

ガ

ヤ

つ
い
に
こ
れ
を
捨
て
、
仏
陀
伽
耶
の
地
、
菩
提
樹
の
下
で
静
坐
禅
定
に
入

り
、
三
十
五
歳
で
、
戌
道
(
悟
り
を
得
る
こ
と
)
を
な
し
と
げ
た
。

ろ
く
ヤ
わ
ん

成
道
を
得
て
、
解
脱
の
境
を
得
た
釈
迦
は
、
鹿
野
苑
に
て
弟
子
の
比
丘

し
上
て
ん
ぽ
う
り
ん

た
ち
に
「
初
転
法
輪
」
を
説
き
、
苦
楽
を
超
え
て
中
道
を
行
な
う
事
を
教
え

†

ガ

ダ

た
。
つ
い
で
三
舎
城
に
入
り
、
摩
塙
陀
国
の
国
王
に
説
法
し
そ
の
帰
依
を

う
け
る
な
ど
、
爾
後
四
十
五
年
に
わ
た
り
、
イ
ン
ド
ガ
ン
ジ
ス
河
の
中
流

地
域
、
即
ち
祇
園
精
舎
や
竹
林
精
舎
を
中
心
に
、
法
を
説
い
て
遊
行
し
た
。

タ

シ

ナ

ガ

ラ

紀
元
前
四
八
六
年
(
異
説
あ
り
)
、
八
十
歳
の
時
、
拘
戸
那
掲
羅
の
地

に
あ
っ
て
病
に
罷
り
、
婆
羅
双
樹
の
下
を
捏
奥
の
処
と
定
め
入
寂
し
た
。
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